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(57)【要約】
【課題】送信架３０に搭載され続けている論理部４０の
介助によって自動で交換前の送信器５０のアッテネータ
相当機能（２８）のＡＴＴ設定情報が交換後の送信器５
０のアッテネータ相当機能（２８）に設定されるよう改
良する。
【解決手段】架内ネットワーク３１で交信する論理部４
０にも送信器５０にも不揮発性メモリ４１，５１を設け
て、調整されたアッテネータ相当機能（２８）のＡＴＴ
設定情報が送信器５０ばかりか論理部４０にも記憶保持
されるとともに、電力投入や初期化などによる立ち上げ
の直後には送信器５０のＡＴＴ設定情報５２が論理部４
０の不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報４２で更新さ
れるようにする。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　架内ネットワークを装備した送信架と、前記送信架に搭載されて軌道回路への信号送信
を行う送信器を複数と、前記送信架に搭載されて鉄道の信号保安に係る論理演算を行うと
ともに前記架内ネットワークを介して前記送信器それぞれに対して交信を行う論理部とを
備えた鉄道信号保安設備の送信架搭載装置であって、
　前記送信器が、それぞれ、送信信号変調用の変調機能に加えて信号出力レベル設定用の
アッテネータ相当機能も組み込まれたデジタル回路を含む送信信号作成回路と、前記アッ
テネータ相当機能に係るアッテネータ設定情報を記憶保持する送信器側不揮発性メモリと
、そのアッテネータ設定情報の更新を前記アッテネータ相当機能の調整時に行うアッテネ
ータ調整手段と、そのアッテネータ設定情報の更新を立ち上げ直後に前記論理部から受け
取って行うアッテネータ設定手段とを具備したものであり、
　前記論理部が、前記送信器それぞれのアッテネータ設定情報を記憶保持する論理部側不
揮発性メモリと、そのアッテネータ設定情報を前記送信器それぞれに送信する手段と、前
記送信器のうちアッテネータ調整のなされたものに対応するアッテネータ設定情報更新を
行う手段とを具備したものである
　ことを特徴とする鉄道信号保安設備の送信架搭載装置。
【請求項２】
　前記論理部の識別情報を設定しうる論理部用識別設定器が、前記送信架に設けられてお
り、
　前記論理部が、前記論理部側不揮発性メモリに論理部識別情報も記憶保持していて、立
ち上げ直後には、前記論理部用識別設定器に設定されている識別情報と前記論理部側不揮
発性メモリに記憶保持されている論理部識別情報とを比較し、その結果が不一致であれば
、前記論理部側不揮発性メモリにおける前記送信器それぞれのアッテネータ設定情報を更
新するとともに、前記論理部側不揮発性メモリに記憶保持している論理部識別情報を前記
論理部用識別設定器に設定されている識別情報で更新するようになっている
　ことを特徴とする請求項１記載の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置。
【請求項３】
　前記送信器の識別情報を設定しうる送信器用識別設定器が、前記送信器それぞれに対応
づけて複数化されて、前記送信架に設けられており、
　前記論理部が、前記論理部側不揮発性メモリに前記送信器それぞれの送信器識別情報も
記憶保持していて、その識別情報をアッテネータ設定情報送信に伴って前記送信器それぞ
れに送信するようになっており、
　前記送信器が、前記送信器側不揮発性メモリに送信器識別情報も記憶保持していて、前
記送信器側不揮発性メモリに記憶保持されているアッテネータ設定情報を立ち上げ直後に
前記論理部から受信して更新するに際し、前記論理部から受信した送信器識別情報と前記
送信器側不揮発性メモリに記憶保持されている送信器識別情報とを比較して、その結果が
不一致の間は更新を控えるようになっている
ことを特徴とする請求項２記載の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置。
【請求項４】
　前記論理部が二重系になっていることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れかに記
載された鉄道信号保安設備の送信架搭載装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、鉄道信号保安設備の送信架搭載装置に関し、詳しくは、ＡＴＣ（自動列車
制御装置）などの鉄道信号保安設備のうち、地上側に設置された送信架と、それに搭載さ
れて軌道回路に信号を送信する送信装置とに関する。更に詳しくは、送信信号のレベル調
整に関する。なお、本願発明の送信架には送受信架も含まれる。
【背景技術】
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【０００２】
　リレーを多用した従前のＡＴＣ地上装置は（例えば非特許文献１参照）、上位の連動装
置等の外部条件を中継するリレーを搭載した条件送受用リレー架と、搬送波発生部や信号
波発生部を搭載した発振架と、振幅変調回路を搭載した変調波発生架と、外部条件に基づ
き現示決定等の論理演算を行って信号波を確定するリレーを搭載したリレー架と、その信
号波を増幅して軌道回路への送信信号とする送信部を搭載した送信架と、送信信号用のイ
ンピーダンスマッチングトランスやアレスタや避雷管を搭載した保安器架（整合変成器架
）とに、細かく分散して実装されていた。信号出力レベルを調整するアッテネータも各架
の搭載装置に分散して組み込まれていた。アッテネータは個別素子であった
【０００３】
　これに対し、小形化の進んだコンピュータや回路素子を採用したＡＴＣ地上装置では（
例えば非特許文献２，３参照）、増幅機能に加えて論理演算機能も送信器に組み込まれて
、架の個数が削減されている。すなわち、この従来のＡＴＣ地上装置は（図７（ａ）参照
）、軌道１４の一区間（軌道回路）に信号送信を行うのに要する回路である上述の搬送波
発生部や，信号波発生部，振幅変調回路，論理演算部，増幅部に相当する回路が纏めて一
つの送信器２０に組み込まれたことにより、上述した条件送受用リレー架に相当するリレ
ー架１１と、複数・多数の送信器２０を搭載する送信架１２と、上述した保安器架に相当
する変成器架１３とで足りるものとなっている。
【０００４】
　具体的には（図７（ａ）参照）、リレー架１１には、例えば、連動装置１０から送信器
２０へ条件等を伝えるＡＴＣ速度制御リレーＴ２５や、送信器２０から上位装置等へ表示
鎖錠等の情報を伝える表示鎖錠リレーＴ０などが、搭載されている。
　また、変成器架１３には、軌道１４に至るケーブルと送信器２０の出力段とのインピー
ダンスを整合させるマッチングトランスＭＴなどが搭載されている。
　さらに、送信架１２には、例えば１４台といった多数の送信器２０が搭載されるのに加
えて、送信器２０からマッチングトランスＭＴへの信号送信を許可／抑制する切替リレー
ＣＯＲ，ＳＣＲなども、搭載されている。送信器２０は、何れも、着脱式ユニットに纏め
られて、交換容易なものとなっている。なお、ＳＣＲの搭載は送信架に限られる訳でなく
、リレー架や変成器架にＳＣＲが搭載される場合もある。
【０００５】
　それぞれの送信器２０には（図７（ａ）参照）、鉄道の信号保安に係る論理演算を行っ
て速度制御情報などの送信信号作成指示を出すコンピュータ２１（ＣＰＵ）と、その指示
に応じて送信信号を作成する送信信号作成回路２４と、その送信信号を増幅してインピー
ダンスマッチングトランスＭＴ経由で軌道１４へ送出するパワー増幅回路２３（ＰＡ）と
、送信信号の出力レベルと信号周波数などの照査を行う送信レベル照査回路２２（ＬＤ）
とが、組み込まれている。また、コンピュータ２１の周辺回路として、リレーＴ２５の出
力などを入力するためのデジタル入出力回路（ＤＩＯ）や、リレーＣＯＲ，ＳＣＲ，Ｔ０
の駆動回路（ＲＹＤ）、図示しないＤ／Ａ変換回路とＡ／Ｄ変換回路も、送信器２０に組
み込まれている。
【０００６】
　各部を詳述すると（図７（ｂ）参照）、送信器２０に組み込まれたコンピュータ２１に
は、鉄道の信号保安に係る論理演算としてその典型例である現示決定を行うとともにその
現示決定に基づいて速度制御情報などの指示を出す現示決定プログラムと、フェールセー
フ性を確保するため自己の動作診断や特に入出力の照査を行う自己診断プログラムと、送
信レベル照査回路２２の検出信号に基づき送信信号の出力レベルを検知して確認するレベ
ル検知プログラムとが、インストールされている。このようなコンピュータ２１にはフェ
ールセーフコンピュータが用いられている。
【０００７】
　送信信号作成回路２４には、ＡＴＣに割り当てられた例えば３１５０Ｈｚの搬送波（図
７（ｃ）のｓｉｎ波を参照）を生成する搬送波生成回路２６と、コンピュータ２１から指
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示された速度制御情報に応じて数段階の周波数たとえば１３Ｈｚ，１６Ｈｚ，～，８９Ｈ
ｚから適宜周波数を選出しその周波数の信号波（図７（ｄ）参照）を生成する信号波生成
回路２５と、ミキサやバンドパスフィルタからなり搬送波を信号波で変調してＡＴＣ信号
波（図７（ｅ１），（ｅ２）参照）を生成する変調回路２７と、ＡＴＣ信号波の振幅を変
更して適正レベルのＡＴＣ信号波（図７（ｆ）参照）にするアッテネータ２８と、ＡＴＣ
信号波からＰＷＭ変調波を生成するパルス幅変調回路２９とが、設けられている。これら
の回路はアナログ回路で具体化され、アッテネータ２８には個別素子が採用されていた。
例えば、ロータリスイッチ構造の抵抗切換によるアッテネータが用いられていた。
【０００８】
　パワー増幅回路２３には（図７（ｂ）参照）、ＰＷＭ変調波をパワー増幅するアンプ（
Ａｍｐ）や、ローパスフィルタやバンドパスフィルタといったフィルタ（ＦＩＬ）などが
、設けられている。
　送信レベル照査回路２２には、軌道１４に向けて送信器２０から出力される送信信号を
トランス等で検出した信号のレベルを調整するアッテネータ（ＡＴＴ）や、ノイズ成分を
除去するバンドパスフィルタ（ＢＰＦ）、包絡線検波などでレベル成分を抽出する検波回
路などが、設けられている。
【０００９】
　このようなＡＴＣ地上装置が連動装置１０と軌道１４との間に介在していることから、
軌道１４に係る信号機や転てつ器の連鎖（インターロック）を実現する連動装置１０から
出力された条件等に基づいて、軌道１４を走行する列車に対して発停車や上限速度などを
指示するＡＴＣ信号（送信信号）が生成され、それが軌道１４の各区間（軌道回路）に送
出されて軌道１４上の列車のＡＴＣ車上装置に届けられるので、軌道１４を走行する列車
に対して適切な速度制御が行われる。
【００１０】
　また、従前は複数の架に分散していたアッテネータが送信架１２の送信器２０のアッテ
ネータ２８に集約されているので、それぞれの送信器２０についてはアッテネータ２８を
調整することで容易に信号出力レベル設定が行える。変調後のＡＴＣ信号波は工場出荷時
に調整されたままであれば一定レベルであるが（図７（ｅ）参照）、軌道毎に設定する値
は異なっているので、設定値との差が小さい場合はアッテネータ２８での減衰を少なくし
（図７（ｆ１）参照）、設定値との差が大きい場合はアッテネータ２８での減衰を多めに
する（図７（ｆ２）参照）。アッテネータ２８の調整は摘みやネジといった可動部材を人
手で操作することで行われる。信号出力レベルは、送信器内部の条件よりも、送信器外部
の条件たとえば変成器架１３前後のケーブルや軌道１４の軌道回路の電気特性による影響
を強く受ける。そのため、故障や計画等によって送信器２０を交換した際には、アッテネ
ータ２８の手動操作にて、信号出力レベルを設定し直している。
【００１１】
　更に架を減らす手法としてネットワークの導入が有効であり、リレー架１１の全部また
は一部を上位ネットワークで置き換えたものや（例えば特許文献４参照）、送信架１２に
架内ネットワークを導入したものもある（例えば特許文献５参照）。後者の場合、ネット
ワーク伝送の信頼性が十分に高められることはもちろん、送信器２０の主な二機能のうち
増幅機能は各送信器に残すが論理演算機能は少数の論理部に集約することも行われて、多
数の送信器の小形化が図られ、ひいては送信架１２の規模削減が達成されている。
　その他、一般に、高速乗算器を具備したデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）の小形
化や高機能化により、振幅変調回路などの信号処理回路をプログラム可能なデジタル回路
で具体化することも、実用性を増している。
【００１２】
【非特許文献１】社団法人日本鉄道電気技術協会編集「鉄道電気技術のための信号概論Ａ
ＴＳ・ＡＴＣ」平成１３年７月２８日発行改訂版、ｐ．１１９－１３７
【非特許文献２】大同信号株式会社編集「ＤＡＩＤＯ７９号」「ディジタルＡＴＣ地上装
置」１９９４年６月発行、ｐ．１４－１７
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【非特許文献３】大同信号株式会社編集「ＤＡＩＤＯ８２号」「ディジタルＡＴＣ・ＴＤ
地上装置」１９９５年９月発行、ｐ．１４－１７
【特許文献４】特開２０００－１６８５５４号公報
【特許文献５】特開２００３－２４４１５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　図８は、そのような技術を取り込んで従来装置を改良したときに想定されるＡＴＣ地上
装置のブロック構成図である。
　この図８の仮想装置が上述した図７（ａ）の従来装置と相違するのは、リレー架１１が
上位ネットワーク１５（ＮＥＴ）で置き換えられた点と、送信架１２が架内ネットワーク
３１（ＬＡＮ）を装備している送信架３０になった点と、多数の送信器２０が少数の論理
部３２と多数の送信器３３とに分かれた点と、送信信号作成回路２４の大部分２５～２８
がデジタルシグナルプロセッサ３５（ＤＳＰ）で実現されている点である。なお、図示や
詳細な説明は割愛するが、ＰＷＭ回路２９までもＤＳＰやプログラマブルロジックデバイ
スで置き換えることも可能である。
【００１４】
　上位ネットワーク１５は、リレー架１１の全部を置き換えても良く、一部だけ置き換え
て規模削減後のリレー架１１と併存させても良く、外部の連動装置１０から送信架３０の
論理部３２へ条件等を伝えたり、論理部３２から上位装置等へ表示鎖錠等の情報を伝える
のに用いられる。架内ネットワーク３１は、論理部３２が送信器３３それぞれに対してサ
イクリック伝送による交信を行うのに用いられ、具体的には、論理部３２が一定周期で送
信器３３それぞれにポーリングして速度制御情報などの送信信号作成指示を送出し、それ
に応じて送信器３３がステータス等を返送するのに用いられる。これらのネットワーク１
５，３１は、汎用のスイッチングハブやケーブルで構成しうるが、フェールセーフ伝送を
確保することが重要である（例えば特許文献５参照）。
【００１５】
　論理部３２は、速度制御情報などの送信信号作成指示を出すプログラムを上述した多数
のコンピュータ２１から一台のフェールセーフコンピュータに移植したものであり、鉄道
の信号保安に係る論理演算を行うものとなっている。その論理演算に伴う入出力は上位ネ
ットワーク１５や架内ネットワーク３１を介して行うようになっており、そのための伝送
プログラムがインストールされている。上述したのと同様な自己診断プログラムもインス
トールされている。論理部３２も送信器２０と同じく交換容易な着脱式ユニットに纏めら
れている。このような論理部３２は、送信架３０に搭載されて鉄道の信号保安に係る論理
演算を行うとともに架内ネットワーク３１を介して送信器３３それぞれに対して交信を行
うものとなっている。
【００１６】
　送信器３３には、送信レベル照査回路２２とパワー増幅回路２３と送信信号作成回路２
４が残っている他、コンピュータ２１より小形のフェールセーフなマイクロプロセッサ３
４（ＭＰＵ）が実装されている。これには転送プログラムがインストールされていて、論
理部３２から架内ネットワーク３１経由で送信されて来た送信信号作成指示が送信信号作
成回路２４に引き渡されるとともに、送信レベル照査回路２２の検出結果が架内ネットワ
ーク３１経由で論理部３２に報告されるようになっている。
【００１７】
　また、送信器３３にはデジタルシグナルプロセッサ３５と簡易なＡＴＴ設定器３６が導
入されており、送信信号作成回路２４のうち信号波生成回路２５と搬送波生成回路２６と
変調回路２７とアッテネータ２８の部分が、デジタルシグナルプロセッサ３５のプログラ
ムで具現化されて、それぞれ信号波生成機能（２５），搬送波生成機能（２６），振幅変
調機能（２７）、アッテネータ相当機能（２８）になっている。アッテネータ相当機能（
２８）の手動調整はＡＴＴ設定器３６の操作で行える。デジタルシグナルプロセッサ３５
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とパルス幅変調回路２９との間には図示しないＤ／Ａ変換回路が設けられることもある。
【００１８】
　これらの改良により、ＡＴＣ地上装置の機能を維持したまま、設備の小形化や原価低減
が進むこととなる。
　しかも、送信器３３も、論理部３２も、稼動率向上のため冗長系になっていて、稼動系
の停止時や故障時には、それに代わって待機系が働くので、システム全体の稼働を継続し
ながら送信架３０の論理部３２や送信器３３を交換することができる。
【００１９】
　ところが、このようなＡＴＣ地上装置では、アッテネータ２８がプログラム化・ソフト
ウェア化されているが、アッテネータ相当機能（２８）の機能や使い方は従来のままであ
り、その設定状態は送信器３３の不揮発性メモリにだけ保持されている。
　このため、故障や計画等によって送信器３３を交換した際には、依然として、アッテネ
ータ相当機能（２８）による信号出力レベル設定を、ＡＴＴ設定器３６の手動操作にて、
遣り直す必要がある。検査設備等で予め調整した送信器３３であっても、設定状態を搭載
箇所の条件に適合させなければならないので、信号出力レベルの再設定は避けられない。
　とは言え、信号出力レベル設定を手動で誤りなく行うのは、手間が掛かるので工数が嵩
むうえ、作業者の精神的負担も重い。
【００２０】
　そこで、送信器３３のアッテネータ相当機能（２８）の調整を自動化するべく、アッテ
ネータ相当機能（２８）の設定状態を書換可能なデジタルデータのアッテネータ設定情報
として記憶保持させるとともに、交換前の送信器３３のアッテネータ相当機能（２８）に
係るアッテネータ設定情報をアップロードして交換後の送信器３３のアッテネータ相当機
能（２８）にダウンロードする設定支援装置を導入することも考えられる。
　しかしながら、そのような支援装置の導入には開発負担が伴うばかりか、支援装置を持
ち合わせていないときや，送信器が設定支援装置と協動できない状態になったとき等には
、支援装置が役に立たない。このため、特別な支援装置など無くても自動で交換前の送信
器のアッテネータ設定情報を交換後の送信器に転写できるようにすることが望ましい。
【００２１】
　そして、アッテネータ設定情報を使用する送信器とアッテネータ設定情報を使用しない
論理部とが同じ送信架に搭載されて常に交信しているうえ、それらの稼動率がフェールセ
ーフ化や二重化によって極めて高くなっていること等に鑑みて、アッテネータ設定情報の
バックアップやリカバリに論理部を利用することが思い浮かんだ。
　そこで、送信架に搭載され続けている論理部の介助によって自動で交換前の送信器のア
ッテネータ相当機能に係るアッテネータ設定情報が交換後の送信器のアッテネータ相当機
能に設定されるように論理部と送信器とを改良することが技術的な課題となる。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置は（解決手段１）、このような課題を解決
するために創案されたものであり、
　架内ネットワークを装備した送信架と、前記送信架に搭載されて軌道回路への信号送信
を行う送信器を複数と、前記送信架に搭載されて鉄道の信号保安に係る論理演算を行うと
ともに前記架内ネットワークを介して前記送信器それぞれに対して交信を行う論理部とを
備えた鉄道信号保安設備の送信架搭載装置であって、
　前記送信器と前記論理部が以下のように改良されている。
【００２３】
　すなわち、前記送信器が、それぞれ、送信信号変調用の変調機能に加えて信号出力レベ
ル設定用のアッテネータ相当機能も組み込まれたデジタル回路を含む送信信号作成回路と
、前記アッテネータ相当機能に係るアッテネータ設定情報を記憶保持する送信器側不揮発
性メモリと、そのアッテネータ設定情報の更新を前記アッテネータ相当機能の調整時に行
うアッテネータ調整手段と、そのアッテネータ設定情報の更新を立ち上げ直後に前記論理
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部から受け取って行うアッテネータ設定手段とを具備したものであり、
　前記論理部が、前記送信器それぞれのアッテネータ設定情報を記憶保持する論理部側不
揮発性メモリと、そのアッテネータ設定情報を前記送信器それぞれに送信する手段と、前
記送信器のうちアッテネータ調整のなされたものに対応するアッテネータ設定情報更新を
行う手段とを具備したものである。
　なお、ここで、アッテネータ相当機能は、個別素子からなる一般的な可変アッテネータ
と同等の機能を発揮する手段を個別素子でなくデジタル回路によって具体化したものであ
り、例えば、ワイヤードロジックのデジタル回路で具体化されたものや、プログラムによ
ってデジタル回路に化体したアッテネータ機能体が、該当する。
【００２４】
　また、本発明の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置は（解決手段２）、上記解決手段１
の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置であって、
　前記論理部の識別情報を設定しうる論理部用識別設定器が、前記送信架に設けられてお
り、
　前記論理部が、前記論理部側不揮発性メモリに論理部識別情報も記憶保持していて、立
ち上げ直後には、前記論理部用識別設定器に設定されている識別情報と前記論理部側不揮
発性メモリに記憶保持されている論理部識別情報とを比較し、その結果が不一致であれば
、前記論理部側不揮発性メモリにおける前記送信器それぞれのアッテネータ設定情報を更
新するとともに、前記論理部側不揮発性メモリに記憶保持している論理部識別情報を前記
論理部用識別設定器に設定されている識別情報で更新するようになっている。
【００２５】
　さらに、本発明の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置は（解決手段３）、上記解決手段
２の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置であって、
　前記送信器の識別情報を設定しうる送信器用識別設定器が、前記送信器それぞれに対応
づけて複数化されて、前記送信架に設けられており、
　前記論理部が、前記論理部側不揮発性メモリに前記送信器それぞれの送信器識別情報も
記憶保持していて、その識別情報をアッテネータ設定情報送信に伴って前記送信器それぞ
れに送信するようになっており、
　前記送信器が、前記送信器側不揮発性メモリに送信器識別情報も記憶保持していて、前
記送信器側不揮発性メモリに記憶保持されているアッテネータ設定情報を立ち上げ直後に
前記論理部から受信して更新するに際し、前記論理部から受信した送信器識別情報と前記
送信器側不揮発性メモリに記憶保持されている送信器識別情報とを比較して、その結果が
不一致の間は更新を控えるようになっている。
【発明の効果】
【００２６】
　このような本発明の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置にあっては（解決手段１）、正
常な論理部と送信器とが送信架に搭載されていれば、架内ネットワークを介する交信にて
論理部と送信器とが協動することで、鉄道の信号保安に係る論理演算が行われるとともに
、その演算結果に応じて送信信号が作成され、それが軌道回路へ信号送信されるので、信
号保安が適切に遂行される。
　また、論理演算機能を送信器から抜き出して論理部に集約したのに加えて、多数の送信
器の送信信号作成回路をデジタル化したことにより、送信架の規模が削減されるとともに
、送信器の信号出力レベル設定をアッテネータ相当機能に対するアッテネータ設定情報の
送信などで自動化しうるようになっている。
【００２７】
　さらに、送信器にも論理部にも不揮発性メモリを設けて、調整されたアッテネータ相当
機能に係るアッテネータ設定情報が送信器ばかりか論理部にも記憶保持されるとともに、
電力投入や初期化などによる立ち上げの直後には送信器の不揮発性メモリに記憶保持中の
アッテネータ設定情報が論理部の不揮発性メモリに記憶保持中のアッテネータ設定情報で
更新されるようにもしたことにより、正常な論理部が送信架に搭載され続けている間に同
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じ送信架の送信器が交換されると、その論理部の介助にて自動で、交換前の送信器のアッ
テネータ設定情報が交換後の送信器のアッテネータ相当機能に設定されることとなる。
　したがって、この発明によれば、特別な支援装置など無くても交換前の送信器のアッテ
ネータ相当機能に係るアッテネータ設定情報が交換後の送信器に自動で転写される鉄道信
号保安設備の送信架搭載装置を実現することができる。
【００２８】
　また、本発明の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置にあっては（解決手段２）、送信架
に論理部用識別設定器を設けたうえで、論理部については、その不揮発性メモリに送信器
のアッテネータ設定情報だけでなく論理部識別情報も記憶保持させるとともに、立ち上げ
の直後には識別情報の比較等の拡張処理も行うようにしたことにより、論理部が交換され
ると、その論理部の不揮発性メモリにおける論理部識別情報と送信架の論理部用識別設定
器における識別情報とが一致しなくなるので、交換された論理部では、その不揮発性メモ
リにおける送信器それぞれの設定情報が更新されるとともに、その不揮発性メモリにおけ
る論理部識別情報が論理部用識別設定器における識別情報で更新される。
　したがって、この発明によれば、特別な支援装置など無くても送信器のアッテネータ相
当機能に係るアッテネータ設定情報が交換後の論理部に自動でバックアップコピーされる
鉄道信号保安設備の送信架搭載装置を実現することができる。
【００２９】
　さらに、本発明の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置にあっては（解決手段３）、論理
部用識別設定器に加えて送信器用識別設定器までも送信架に設けるとともに、論理部につ
いても送信器についてもそれぞれの不揮発性メモリに送信器のアッテネータ設定情報を記
憶保持させるときや架内ネットワークを介して相手方に送信するときに送信器識別情報を
随伴処理するようにし、更に送信器については立ち上げ直後に識別情報の比較や設定情報
更新の控えといった拡張処理も行うようにしたことにより、電力投入を架単位で行ったた
め論理部と送信器とが短時間に相前後して立ち上がったときなどに例え論理部が未更新の
不所望なアッテネータ設定情報を送信器へ送信したとしても、それに随伴して送信された
送信器識別情報とそれを受信した送信器の不揮発性メモリにおける送信器識別情報とが一
致しないので、送信器が誤ったアッテネータ設定情報で信号出力レベルを再設定するとい
う不所望な事態の発生が確実に防止される。
　したがって、この発明によれば、送信器のアッテネータ設定情報に係る自動バックアッ
プ及び自動リカバリが確実に行われる鉄道信号保安設備の送信架搭載装置を実現すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　このような本発明の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置について、これを実施するため
の具体的な形態を、以下の実施例１～３により説明する。
　図１～２に示した実施例１は、上述した解決手段１（出願当初の請求項１）を具現化し
たものであり、図３～４に示した実施例２は、上述した解決手段２（出願当初の請求項２
）を具現化したものであり、図５～６に示した実施例３は、上述した解決手段３（出願当
初の請求項３）を具現化したものである。
　なお、それらの図示に際し従来装置や仮想装置と同様の構成要素には同一の符号を付し
て示したので、重複する再度の説明は割愛し、以下、相違点を中心に説明する。
【実施例１】
【００３１】
　本発明の「鉄道信号保安設備の送信架搭載装置」の実施例１について、その具体的な構
成を、図面を引用して説明する。図１は、本発明の送信架搭載装置３０＋４０＋５０を含
んだ鉄道信号保安設備を具体化したＡＴＣ地上装置のブロック構成図であり、図２は、（
ａ）がＡＴＴ設定情報４２，５２のデータ構造図、（ｂ）が架内ネットワーク３１を介し
て行われる論理部４０と送信器５０との交信ダイアグラムである。
【００３２】
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　この図１のＡＴＣ地上装置が既述した図８の仮想装置と相違するのは、論理部３２がフ
ラッシュメモリ等の不揮発性メモリ４１（論理部側不揮発性メモリ）を具備した論理部４
０になっている点と、送信器３３がフラッシュメモリ等の不揮発性メモリ５１（送信器側
不揮発性メモリ）を具備した送信器５０になっている点である。
　なお（図２参照）、二重系の論理部４０の各々を区別する場合には符号“４０”に枝番
を付加して論理部４０－１や論理部４０－２と記す。また、二重系の送信器５０はｎ台（
ｎ組，ｎ×２個，ｎは２以上の整数）設けられているので、そのうちｉ番目の送信器５０
を明示する場合には送信器５０－ｉと記す。
【００３３】
　送信器５０は（図１参照）、その不揮発性メモリ５１にＡＴＴ設定情報５２を記憶保持
するようになっている（アッテネータ設定情報の一次保存・オリジナルデータ）。ＡＴＴ
設定情報５２は、該当する送信器５０のアッテネータ相当機能（２８）に係るアッテネー
タ設定情報であり、それぞれの送信器５０毎にアッテネータ調整を行って信号出力レベル
を設定したときの信号出力レベル設定状態をアッテネータへの設定値（ＡＴＴ設定値）で
表したものである。より具体的には（図２（ａ）参照）、送信器５０－ｉのＡＴＴ設定情
報５２には、送信器５０－ｉのアッテネータ相当機能（２８）に設定された又は設定され
るべきＡＴＴ設定値５０－ｉが保持されている。ＡＴＴ設定値５０－ｉは、例えば８ビッ
トや１２ビットのデジタル値からなり、デジタルシグナルプロセッサ３５にて演算可能・
処理可能なものであれば固定小数点形式でも浮動小数点形式でも良い。
【００３４】
　論理部４０は（図１参照）、その不揮発性メモリ４１にＡＴＴ設定情報４２を記憶保持
するようになっている（アッテネータ設定情報の二次保存・バックアップデータ）。ＡＴ
Ｔ設定情報４２は、送信器５０それぞれのアッテネータ相当機能（２８）に係るアッテネ
ータ設定情報を集めたものである。より具体的には（図２（ａ）参照）、各送信器５０－
ｉ（ｉは１からｎまで）について、送信器５０－ｉのＡＴＴ設定情報５２のＡＴＴ設定値
５０－ｉを架内ネットワーク３１経由の交信にて集め、それを一次元配列等に並べたもの
である。論理部４０は（図２（ｂ）参照）、一定周期で送信器５０それぞれにポーリング
して速度制御情報などの送信信号作成指示を送出するに際し、ＡＴＴ設定情報４２のうち
送信相手の分を一緒に送信する。例えば、送信器５０－ｉには、ＡＴＴ設定情報４２のう
ち送信器５０－ｉに該当する部分のＡＴＴ設定値５０－ｉを送信するようになっている。
【００３５】
　送信器５０では（図１参照）、ＡＴＴ設定器３６の接続先がデジタルシグナルプロセッ
サ３５でなくマイクロプロセッサ３４に変更されており、デジタルシグナルプロセッサ３
５のアッテネータ相当機能（２８）はＡＴＴ設定器３６でなくマイクロプロセッサ３４か
らアッテネータ設定情報を入力するようになっている。また、送信器５０のマイクロプロ
セッサ３４は、論理部４０からのポーリングに応じてステータス等を返送するとき、その
返信にＡＴＴ設定情報５２も含めるように、機能拡張されている。さらに、マイクロプロ
セッサ３４には次のＡＴＴ調整プログラム５３（アッテネータ調整手段）とＡＴＴ設定プ
ログラム５４（アッテネータ設定手段）が追加インストールされている。
【００３６】
　ＡＴＴ調整プログラム５３は、アッテネータの調整時には随時その調整に応じてＡＴＴ
設定情報５２を更新するものであり、具体的には、ＡＴＴ設定器３６を監視していて、Ａ
ＴＴ設定器３６が操作されなければ監視を続けるだけであるが、ＡＴＴ設定器３６が手動
操作されると、その操作方向や操作量に応じて、ＡＴＴ設定情報５２のＡＴＴ設定値を増
減させるようになっている。そして、必須ではないが、処理の迅速と確実のため、アッテ
ネータ調整がなされたときには、その旨をＡＴＴ設定プログラム５４や論理部４０への通
知フラグに設定するようにもなっている。
【００３７】
　ＡＴＴ設定プログラム５４は、不揮発性メモリ５１からのデータ読出とデジタルシグナ
ルプロセッサ３５へのデータ送出を行ってＡＴＴ設定情報５２をアッテネータ相当機能（
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２８）に設定するものであるが、送信器５０に電源が投入されたり送信器５０がリセット
されたりして送信器５０が立ち上げられたとき、その立ち上げ後に初めて論理部４０から
送信されて来た指示等を受け取ると、それに含まれている自己宛のＡＴＴ設定情報を抽出
して、それを不揮発性メモリ５１のＡＴＴ設定情報５２に上書きすることで、ＡＴＴ設定
情報５２を更新するようになっている。
【００３８】
　また、論理部４０は、多数の送信器５０のうち何れかでアッテネータ調整が行われたと
判明したときには、その送信器５０からの返信にステータス等と一緒に含まれている該当
送信器５０のＡＴＴ設定情報を抽出して、それを不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報４
２の該当部分に上書きすることで、ＡＴＴ設定情報４２を更新するようになっている。な
お、アッテネータ調整の有無判別は、送信器５０から論理部４０へ一定周期で繰り返され
る報告中のＡＴＴ設定情報を論理部４０が監視して、その値が一旦変化してから更に数回
等の所定回数に亘って変化しなくなったときに初めて「有」とすることで、確実に行える
。また、送信器５０からフラグ等で明確に通知された場合には直ちに判別しても良い。
【００３９】
　この実施例１のＡＴＣ地上装置（送信架搭載装置３０＋４０＋５０を含んだ鉄道信号保
安設備）について、その使用態様及び動作を、図面を引用して説明する。
　図２（ｂ）は、架内ネットワーク３１を介した論理部４０－１，４０－２と送信器５０
－ｉとの交信ダイアグラムである。
　従来装置や仮想装置のときと相違するのは、ＡＴＴ設定情報のバックアップやリカバリ
なので、それを詳述する。
【００４０】
　定常状態では、送信器５０のＡＴＴ設定情報５２が論理部４０のＡＴＴ設定情報４２に
正しくバックアップされているので、論理部４０－１，４０－２から送信器５０－ｉへの
ポーリング時と送信器５０－ｉからの返答時に、同じ値の送信器５０－ｉが遣り取りされ
る。そして、送信架３０の電源を落とすことなく、送信器５０－ｉだけが交換されたとす
る。すなわち、それまで送信架３０に搭載されていた送信器５０－ｉが送信架３０から取
り外されて、そこに別の送信器５０－ｉが取り付けられて電源を投入される。この交換後
の送信器５０－ｉは、予め検査設備等で動作確認やアッテネータ調整を済ませているが、
そのＡＴＴ設定値５０－ｉは検査設備等に適合しており現場の軌道１４（軌道回路）等に
適合しているとはいえない。
【００４１】
　しかし、交換後の送信器５０－ｉでは、立ち上げ直後にＡＴＴ設定情報が自動でダウン
ロードされる。すなわち、論理部４０－１，４０－２から送信器５０－ｉへＡＴＴ設定値
５０－ｉが送信されて来ると、交換後の送信器５０－ｉでは、立ち上げ直後に受け取れた
ＡＴＴ設定値５０－ｉがＡＴＴ設定プログラム５４によって抽出され、さらにＡＴＴ設定
プログラム５４によって、そのＡＴＴ設定値５０－ｉが、不揮発性メモリ５１のＡＴＴ設
定情報５２に上書きされるとともに、アッテネータ相当機能（２８）にも設定される。
　こうして、交換後の送信器５０にＡＴＴ設定情報５２が自動でリカバリされるので、交
換後の送信器５０の信号出力レベルが軌道回路等に適合した状態に自動設定される。
【００４２】
　また、軌道１４やケーブルの改修工事などに起因して、送信器５０－ｉの信号出力レベ
ル設定をやり直す場合、送信器５０－ｉのＡＴＴ設定器３６を手動操作してアッテネータ
調整を行う。送信器５０－ｉでは、ＡＴＴ設定器３６が操作されると、ＡＴＴ調整プログ
ラム５３によってＡＴＴ設定情報５２が新しい値に更新されるとともに、ＡＴＴ設定プロ
グラム５４によって更新後のＡＴＴ設定情報５２のＡＴＴ設定値５０－ｉがアッテネータ
相当機能（２８）に設定される。こうして、信号出力レベル設定のためのアッテネータ調
整が手動であっても簡便に行われる。
【００４３】
　それから、そのＡＴＴ設定値５０－ｉが論理部４０－１，４０－２に自動でアップロー



(11) JP 2009-126198 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

ドされる。すなわち、ＡＴＴ設定値５０－ｉが送信器５０－ｉから論理部４０－１，４０
－２に送信されるとともに、送信器５０－ｉでアッテネータ調整の有ったことが論理部４
０－１，４０－２に判ると、論理部４０－１，４０－２では、そのＡＴＴ設定値５０－ｉ
が不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報４２の該当部分に上書きされる。
　こうして、ＡＴＴ設定情報のバックアップも自動で的確に行われる。
【００４４】
　さらに、二重系の論理部４０の何れか例えば論理部４０－１が自己診断で異常を検知し
た場合、論理部４０－２はＡＴＴ設定値５０－ｉの送信を継続するが、論理部４０－１は
ＡＴＴ設定値５０－ｉの送信を休止するか、無効値たとえば全ビット“１”の値を送信す
る。そのため、論理部４０の一台が故障しているとき、それに気づかないで送信器５０－
ｉの交換を行ってしまったような場合でも、送信器５０－ｉは正常な論理部４０－２から
受信した正しいＡＴＴ設定値５０－ｉだけをダウンロードするので、送信器５０－ｉが誤
ったＡＴＴ設定値５０－ｉをダウンロードすることは無い。そして、論理部４０－１が異
常から復帰したときには、各送信器５０のＡＴＴ設定情報が論理部４０－１に自動でアッ
プロードされる。
【実施例２】
【００４５】
　本発明の「鉄道信号保安設備の送信架搭載装置」の実施例２について、その具体的な構
成を、図面を引用して説明する。図３は、本発明の送信架搭載装置６０＋６３＋５０を含
んだ鉄道信号保安設備を具体化したＡＴＣ地上装置のブロック構成図であり、図４は、（
ａ）がＡＴＴ設定情報５２，６２のデータ構造図、（ｂ）が架内ネットワーク３１を介し
て行われる論理部６３と送信器５０との交信ダイアグラムである。
【００４６】
　このＡＴＣ地上装置が上述した実施例１のものと相違するのは、論理部４０及びＡＴＴ
設定情報４２が拡張されて論理部６３及びＡＴＴ設定情報６２になっている点と、送信架
３０が論理部６３用の識別設定器６１を装備した送信架６０になっている点である。
　識別設定器６１（論理部用識別設定器）は、二重系の論理部６３それぞれに対応して二
個設けられ、それぞれが例えば適宜なビット数のディップスイッチからなり、スイッチ状
態で設定された値を識別情報として、対応する論理部６３へ送出するようになっている。
【００４７】
　論理部６３のＡＴＴ設定情報６２は、ＡＴＴ設定情報５２の保持情報に加えて、識別設
定器６１に設定されていた識別情報も、含むよう拡張されている。識別設定器６１に設定
されている生の識別情報と区別するため、ＡＴＴ設定情報６２に含められて不揮発性メモ
リ４１に記憶保持されたものは、論理部識別情報と呼ぶ。論理部識別情報の具体的な値が
論理部識別値であり、論理部６３－１の不揮発性メモリ４１におけるＡＴＴ設定情報６２
には相方の識別設定器６１から取り込んだ識別情報が論理部識別値６３－１となってＡＴ
Ｔ設定値５０－ｉ等と一緒に記憶保持され（図４（ａ）参照）、論理部６３－２の不揮発
性メモリ４１におけるＡＴＴ設定情報６２には相方の識別設定器６１から取り込んだ識別
情報が論理部識別値となってＡＴＴ設定値５０－ｉ等と一緒に記憶保持されるようになっ
ている。
【００４８】
　論理部６３は、定常状態では論理部４０と同じく動作するが、立ち上げ直後には次のチ
ェック等を行うように、拡張されている。すなわち、論理部６３は、立ち上げ直後、定常
動作を行う前に、識別設定器６１に設定されている識別情報と不揮発性メモリ４１のＡＴ
Ｔ設定情報６２に記憶保持されている論理部識別情報とを比較し、その結果が不一致であ
れば、不揮発性メモリ４１における送信器５０それぞれの設定情報に係る更新処理を行う
とともに、不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報６２に保持されている論理部識別情報を
識別設定器６１の識別情報で更新するようになっている。
【００４９】
　論理部識別値６３－１について、より具体的に述べると、対応する識別設定器６１に設
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定されている生の識別情報（現在の識別情報，立ち上げ後の識別情報）と不揮発性メモリ
４１に記憶保持されているＡＴＴ設定情報６２に含まれている論理部識別値６３－１（過
去の識別情報，立ち上げ前の識別情報）とが比較され、それが一致していれば直ちに定常
動作に移行するが、その比較結果が不一致である場合には、次の二つの更新を終えてから
定常動作に移行する。二つの更新のうち先の更新では、上述したアップロードの手順で、
不揮発性メモリ４１におけるＡＴＴ設定値５０－ｉ（ｉは１からｎまで）を更新する。二
つの更新のうち後の更新では、対応する識別設定器６１に設定されている識別情報を入力
し、それを不揮発性メモリ４１に記憶保持されているＡＴＴ設定情報６２のうちの論理部
識別値６３－１に上書きすることで、論理部識別情報の更新を行うようになっている。
【００５０】
　この実施例２のＡＴＣ地上装置（送信架搭載装置を含んだ鉄道信号保安設備）について
、その使用態様及び動作を、図面を引用して説明する。図４（ｂ）は、架内ネットワーク
３１を介した論理部６３と送信器５０との交信ダイアグラムである。
【００５１】
　送信器５０－ｉを交換したときのＡＴＴ設定情報ダウンロードや、送信器５０－ｉのア
ッテネータ調整を手動で行ったときのＡＴＴ設定情報アップロード、論理部６３－１が異
常を検知したときのＡＴＴ設定情報アップロードは、上述した実施例１のときと同じなの
で、以下、論理部６３－１を立ち上げたり交換したりしたときの動作等を説明する。
【００５２】
　交換することなしに論理部６３－１を立ち上げた場合、論理部６３－１の不揮発性メモ
リ４１のＡＴＴ設定情報６２が立ち上げ前と同じで、そのうちの論理部識別値６３－１が
論理部６３－１の相方の識別設定器６１に設定されている識別情報と一致しているので、
この場合は直ちに而も不都合なく定常動作が再開される。
　これに対し、論理部６３－１を交換して立ち上げた場合、論理部６３－１の不揮発性メ
モリ４１のＡＴＴ設定情報６２が立ち上げ前と同じであることは期待できず、特に機器固
有の論理部識別値６３－１は異なる。
【００５３】
　そうすると、交換後の論理部６３－１では、不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報６２
の論理部識別値６３－１（交換前の識別情報）と相方の識別設定器６１の識別情報（交換
後の識別情報）との比較結果が不一致になるので、ＡＴＴ設定情報６２のＡＴＴ設定値５
０－ｉの送出は見合わされるか、無効値たとえば全ビット”１”の値を送信して、ＡＴＴ
設定値５０－ｉのアップロードが行われる。すなわち、送信器５０－ｉからＡＴＴ設定値
５０－ｉが送信されて来ると、それを不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報６２の該当部
分に上書きする更新処理が、全送信器５０－ｉ（ｉは１からｎまで）の分だけ繰り返され
る。
【００５４】
　こうして、論理部６３の交換後も、ＡＴＴ設定情報のバックアップが自動で的確に行わ
れる。
　そして、バックアップを終えた論理部識別値６３－１では、対応する識別設定器６１に
設定されている識別情報が、不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報６２の論理部識別値６
３－１に上書きされる。
　こうして、不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報６２の論理部識別情報も自動で適正値
に更新され、その後は不都合なく定常動作が再開される。
【実施例３】
【００５５】
　本発明の「鉄道信号保安設備の送信架搭載装置」の実施例３について、その具体的な構
成を、図面を引用して説明する。図５は、本発明の送信架搭載装置７０＋７２＋７５を含
んだ鉄道信号保安設備を具体化したＡＴＣ地上装置のブロック構成図であり、図６は、（
ａ）がＡＴＴ設定情報７３，７６のデータ構造図、（ｂ）が架内ネットワーク３１を介し
て行われる論理部７５と送信器７２との交信ダイアグラムである。
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【００５６】
　このＡＴＣ地上装置が上述した実施例２のものと相違するのは、論理部６３及びＡＴＴ
設定情報６２が拡張されて論理部７５及びＡＴＴ設定情報７６になっている点と、送信器
６５及びＡＴＴ設定プログラム５４が拡張されて送信器７２及びＡＴＴ設定プログラム７
４になっている点と、送信架６０が送信器７２用の識別設定器７１を装備した送信架７０
になっている点である。
　識別設定器７１（送信器用識別設定器）は、多数の送信器７２それぞれに対応して多数
設けられ、それぞれが例えば適宜なビット数のディップスイッチからなり、スイッチ状態
で設定された値を識別情報として、対応する送信器７２へ送出するようになっている。
【００５７】
　送信器７２の不揮発性メモリ５１のＡＴＴ設定情報７３は、ＡＴＴ設定情報５２の保持
情報に加えて、識別設定器７１に設定されていた識別情報も、含むよう拡張されている。
識別設定器７１に設定されている生の識別情報と区別するため、ＡＴＴ設定情報７３に含
められて不揮発性メモリ５１に記憶保持されたものは、送信器識別情報と呼ぶ。送信器識
別情報の具体的な値が送信器識別値であり、総ての送信器７２－ｉ（ｉは１からｎまで）
において、送信器７２－ｉの不揮発性メモリ５１におけるＡＴＴ設定情報７３には、それ
に対応づけられた識別設定器７１すなわち相方の識別設定器７１から取り込んだ識別情報
が、送信器識別値７２－ｉとなって、ＡＴＴ設定値７２－ｉ等と一緒に記憶保持されるよ
うになっている（図６（ａ）参照）。
【００５８】
　論理部７５の不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報７６は、識別設定器６１に設定され
た識別情報に加えて、総ての送信器７２のＡＴＴ設定情報７３も、含むよう拡張されてい
る。より具体的には、論理部７５－１の不揮発性メモリ４１におけるＡＴＴ設定情報７６
には相方の識別設定器６１から取り込んだ識別情報が論理部識別値７５－１となって送信
器識別値７２－ｉ及びＡＴＴ設定値７２－ｉの組データの連なりと一緒に記憶保持され（
図６（ａ）参照）、論理部７５－２の不揮発性メモリ４１におけるＡＴＴ設定情報７６に
は相方の識別設定器６１から取り込んだ識別情報が論理部識別値となって送信器識別値７
２－ｉ及びＡＴＴ設定値７２－ｉの組データの連なりと一緒に記憶保持されるようになっ
ている。
【００５９】
　論理部７５は（図６（ｂ）参照）、一定周期で送信器７２それぞれにポーリングして速
度制御情報などの送信信号作成指示を送出するに際し、アッテネータ設定情報送信を行う
だけでなく、その設定情報送信に伴って自己の識別情報を送信器７２それぞれに送信する
ようにもなっている。具体的には、送信信号作成指示と一緒に、ＡＴＴ設定情報７６のう
ち送信相手の分の組データも送信する。例えば、送信器７２－ｉには、ＡＴＴ設定情報７
６のうち送信器７２－ｉに該当する部分の送信器識別値７２－ｉ及びＡＴＴ設定値７２－
ｉを送信するようになっている。
【００６０】
　送信器７２は、論理部７５からのポーリングに応じてステータス等を返送するとき、そ
の返信にＡＴＴ設定情報７３すなわち送信器識別値７２－ｉとＡＴＴ設定値７２－ｉの組
データも含めるように、機能拡張されている。
　ＡＴＴ設定プログラム７４（アッテネータ設定手段）は、その不揮発性メモリ５１にお
けるアッテネータ設定情報を立ち上げ直後に論理部７５から受け取って更新するに際し、
ＡＴＴ設定プログラム５４のように無条件で行うのでなく、論理部７５から送信器７２へ
送信されて来たのを受信した送信器識別情報と、不揮発性メモリ５１に記憶保持している
送信器識別情報とを比較して、その結果が不一致の間は更新を控えるようになっている。
【００６１】
　より具体的には、送信器７２－ｉの立ち上げ直後、送信器７２－ｉのＡＴＴ設定プログ
ラム７４では、論理部７５から送信器７２－ｉへ送信されて来た送信信号作成指示等から
送信器識別値７２－ｉを抽出して、これと不揮発性メモリ５１のＡＴＴ設定情報７３の送
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信器識別値７２－ｉとを比較し、その比較結果が一致するまではＡＴＴ設定情報７３のＡ
ＴＴ設定値７２－ｉの更新は行わず、その比較結果が一致になってから初めて、送信信号
作成指示等から抽出したＡＴＴ設定値７２－ｉを、不揮発性メモリ５１のＡＴＴ設定情報
７３のＡＴＴ設定値７２－ｉに、上書きするようになっている。
【００６２】
　この実施例３のＡＴＣ地上装置（送信架搭載装置を含んだ鉄道信号保安設備）について
、その使用態様及び動作を、図面を引用して説明する。図６（ｂ）は、架内ネットワーク
３１を介した論理部７５と送信器７２との交信ダイアグラムである。
【００６３】
　送信器７２－ｉを交換したときのＡＴＴ設定情報ダウンロードや、送信器７２－ｉのア
ッテネータ調整を手動で行ったときのＡＴＴ設定情報アップロード、論理部７５－１が異
常を検知したときのＡＴＴ設定情報アップロード、論理部７５－１だけを立ち上げたり交
換したりしたときの動作等は、上述した実施例１，２のときと同じなので、以下、送信架
７０の電源を操作して論理部７５も送信器７２も電力供給を止めてから、論理部７５－１
も論理部７５－２も交換し、その後、送信架７０の電源を操作して論理部７５にも送信器
７２にも電力供給を再開したときの動作等を説明する。
【００６４】
　交換された論理部７５－１では、不揮発性メモリ４１のＡＴＴ設定情報７６の論理部識
別値７５－１（交換前の識別情報）と相方の識別設定器６１の識別情報（交換後の識別情
報）との比較結果が不一致になるので、ＡＴＴ設定情報７６のＡＴＴ設定値７２－ｉの送
出は見合わされるはずであるが、電力投入の不具合等によって誤動作を伴った再立ち上げ
が行われて、ＡＴＴ設定情報の全部を正しくアップロードしないうちに不揮発性メモリ４
１のＡＴＴ設定情報７６の論理部識別値７５－１の更新が行われてしまったような場合、
誤ったＡＴＴ設定情報が送信器７２－ｉへ送られてしまう。交換された論理部７５－２で
も同様である。
【００６５】
　しかし、改良された送信器７２－ｉでは、立ち上げ直後に論理部７５－１からＡＴＴ設
定情報が送信されて来ても、そのうちのＡＴＴ設定値７２－ｉが直ちに不揮発性メモリ５
１のＡＴＴ設定情報７３に書き込まれるのでなく、先ず、それと組になって送信されて来
たＡＴＴ設定値７２－ｉが不揮発性メモリ５１のＡＴＴ設定情報７３のＡＴＴ設定値７２
－ｉと比較される。そして、比較結果が不一致のときはＡＴＴ設定情報７３へのダウンロ
ードが控えられるので、誤ったＡＴＴ設定情報を送信器７２－ｉがダウンロードするとい
う不所望な事態が回避される。
　一方、送信器７２－ｉから論理部７５－１，７５－２へは、交換されていない送信器７
２－ｉが不揮発性メモリ５１に記憶保持していた正しいＡＴＴ設定情報７３が、ステータ
ス等と一緒に返信される。
【００６６】
　このような論理部７５から送信器７２への誤ったＡＴＴ設定情報の送信と送信器７２か
ら論理部７５への正しいＡＴＴ設定情報の返信とが、論理部７５によるアッテネータ調整
の有無判別について上述した所定回数以上繰り返されると、論理部７５－１，７５－２で
は、送信器７２－ｉでアッテネータ調整が行われたときと同様にして、送信器７２－ｉの
ＡＴＴ設定情報７３の送信器識別値７２－ｉ及びＡＴＴ設定値７２－ｉが、すなわち送信
器７２－ｉの正しいＡＴＴ設定情報が、論理部７５－１，７５－２に自動でアップロード
される。
　こうして、論理部７５－１，７５－２の交換に誤動作まで重なったという極めて稀な場
合でも、ＡＴＴ設定情報のバックアップが自動で的確に行われる。
【００６７】
　また、この実施例３の鉄道信号保安設備の送信架搭載装置にあっては、論理部の識別情
報が仮に稼働設備と検査設備とで同じであった場合に、論理部を交換して検査設備でのＡ
ＴＴ設定情報が送信されても、ＡＴＴ設定情報の送信器識別が不一致となるため、誤った
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ＡＴＴ設定情報はダウンロードされない。これに対し、送信器識別値がなければ、誤った
ＡＴＴ設定情報でもダウンロードされてしまうことがある。
【００６８】
［その他］
　アッテネータ相当機能（２８）等を具現するハードウェアは、上述したデジタルシグナ
ルプロセッサに限られる訳でなく、プログラム可能なデジタル回路であれば良く、例えば
マイクロプロセッサやプログラマブルロジックアレイでも良い。
　上記実施例では、論理部４０から送信器５０へＡＴＴ設定情報４２を送信するときに該
当部分のＡＴＴ設定値５０－ｉだけを送信するようになっていたが、論理部４０はＡＴＴ
設定情報４２を全て送信し送信器５０が該当部分を抽出するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明は、上述したＡＴＣ（自動列車制御装置）地上装置に適用が限られるものでなく
、軌道回路に信号を送信する信号保安装置であれば適用が可能であり、例えばＡＴＳ（自
動列車停止装置）や，ＡＴＯ（自動列車運転装置），ＴＤ（列車検知装置）などにも適用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施例１について、ＡＴＣ地上装置（送信架搭載装置を含んだ鉄道信号
保安設備）の構造を示すブロック図である。
【図２】（ａ）がＡＴＴ設定情報のデータ構造を示し、（ｂ）が架内ネットワークでの交
信ダイアグラムである。
【図３】本発明の実施例２について、ＡＴＣ地上装置のブロック図である。
【図４】（ａ）がＡＴＴ設定情報のデータ構造を示し、（ｂ）が架内ネットワークでの交
信ダイアグラムである。
【図５】本発明の実施例３について、ＡＴＣ地上装置のブロック図である。
【図６】（ａ）がＡＴＴ設定情報のデータ構造を示し、（ｂ）が架内ネットワークでの交
信ダイアグラムである。
【図７】従来のＡＴＣ地上装置について、（ａ）が概要ブロック図、（ｂ）が送信器要部
の詳細ブロック図、（ｃ）～（ｆ）が信号の波形例である。
【図８】改良案のＡＴＣ地上装置のブロック図である。
【符号の説明】
【００７１】
１０…連動装置（上位装置）、１１…リレー架、
１２…送信架（送受信架）、１３…変成器架（整合変成器架，保安器架）、
１４…軌道（軌道回路）、１５…上位ネットワーク（ＮＥＴ）、
２０…送信器（送受信器）、２１…コンピュータ（ＣＰＵ）、
２２…送信レベル照査回路（ＬＤ）、２３…パワー増幅回路（ＰＡ）、
２４…送信信号作成回路（信号作成）、２５…信号波生成回路（信号）、
２６…搬送波生成回路（搬送波）、２７…変調回路（変調）、
２８…アッテネータ（ＡＴＴ）、２９…パルス幅変調回路（ＰＷＭ）、
３０…送信架（送受信架）、３１…架内ネットワーク（ＬＡＮ）、
３２…論理部（鉄道信号保安設備の送信架搭載装置）、
３３…送信器（送受信器，鉄道信号保安設備の送信架搭載装置）、
３４…マイクロプロセッサ（ＭＰＵ）、
３５…デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、３６…ＡＴＴ設定器、
４０…論理部（鉄道信号保安設備の送信架搭載装置）、
４１…不揮発性メモリ（論理部内）、４２…ＡＴＴ設定情報（論理部記憶）、
５０…送信器（送受信器，送信架搭載装置）、
５１…不揮発性メモリ（送信器内）、５２…ＡＴＴ設定情報（送信器記憶）、
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５３…ＡＴＴ調整プログラム、５４…ＡＴＴ設定プログラム、
６０…送信架（送受信架）、６１…識別設定器（論理部用）、
６２…ＡＴＴ設定情報（論理部記憶）、６３…論理部（送信架搭載装置）、
７０…送信架（送受信架）、７１…識別設定器（送信器用）、
７２…送信器（送受信器，送信架搭載装置）、
７３…ＡＴＴ設定情報（送信器記憶）、７４…ＡＴＴ設定プログラム、
７５…論理部（送信架搭載装置）、７６…ＡＴＴ設定情報（論理部記憶）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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